[image: image1.wmf]第４学年　年間指導計画略案
	回
	27
	月
	12
	週
	2
	

	主題名
	やりとげる心と力
	内容項目
	A 希望と勇気，努力と強い意志

	教材名
	ノーベル賞の生みの親―アルフレッド・ノーベル―
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	あきらめずに努力することの大切さや，人間は，頑張ることによって自分自身が思いもしない境地に到達できる可能性を秘めたものなのだということが分かり，希望をもてるようにするため。

	ねらい
	あきらめずに探求し続けることで何かを成し遂げることができる力があることに気づき，目標に向かって努力しようという意欲をもつ。
【理解，判断力】何度も失敗とくふうを繰り返すことでものごとを成し遂げる力が自分にもあり，それが自分を伸ばす大事な力であることが分かる。
【心情】目標に向けて絶えず努力することのすばらしさに心が動く。

【実践意欲と態度】自分には何ができるのか，何がしたいのかを考え，それに向かって努力しようという意欲をもつ。

	学習指導過程
	・「がんばる力」について考える。
・「ノーベル賞の生みの親―アルフレッド・ノーベル―」を読み，努力のよさについて考える。
★失敗や成功を糧に成長していく力は自分にもあり，自分を伸ばす大事な力であることが分かったか。
・頑張るということについて，考えたことをまとめる。
★自分には何ができるのか，何がしたいのかを考え，それに向かって努力しようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「ノーベル賞の生みの親―アルフレッド・ノーベル―」を読み，努力のよさについて考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・自分がこれから頑張っていきたいことを話し合い，目標とそれに向かう活動計画をカードなどに書き込ませ，いつでも見られるように掲示する。
●総合的な学習の時間
・自分の目標を決めさせ，それを達成するための活動を行い，定期的に振り返らせる。
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